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１ 　 第 7 4 1 6 号 　 2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） ２ 月 ２ ６ 日 ㈯

こ の 道 の 先 に は
に 抜 擢 さ れ 、 山口 県 へ 初 代 参 事と し て 赴 任 。 全国 に 先 駆 け 地 租改 正 事 業 に 着 手す る な ど 県 政 をリ ー ド し 、 権 令を 経 て 県 令 へ と昇 進 し た 。

　 「 三 田 尻 の 旅 亭 を 発 し 、 宮 市 天 満宮 へ 参 拝 す 。 鯖 山 峠 に て 午

ご

餐 さ ん

を 認
し た た

め 、 三 （ 御 ） 堀 外 郎 屋 に て 小 休 、 此処 へ 山 口 町 役 人 等 出 迎 え の 為 来 る 」　
１ ８ ７ １ （ 明 治 ４ ） 年

1 2月

1 5日 、

護 身 用 の 七 連 発 の ピ ス ト ル を 携 え 、東 京 か ら 山 口 へ ひ と り の 旧 幕 臣 が やっ て 来 た 。 中

な か

野
の

梧
ご

一 い ち

で あ る 。

　
１ ８ ６ ９ （ 明 治 ２ ） 年 ５ 月 、 当

時 、 斎

さ い

藤 と う

辰 た つ

吉 き ち

と 名 乗 っ て い た 彼 は 、

箱 館 五 稜 郭 で 、 榎

え の

本 も と

武 た け

揚 あ き

ら と と も に

新 政 府 軍 に 抗 戦 す る も 敗 北 、 捕 虜 とな っ た 。 釈 放 後 は 大 蔵 省 に 出 仕 、 そこ で 長 州 藩 出 身 の 大

お お

蔵 く ら

大
だ

輔 ゆ う

・ 井 上 馨

　 鯖 山 峠
（ 山 口 市 下 小 鯖 ）

2 5

「 湯 田 温 泉 ら く が き 狐 」  ト  ッ  プ  ペ  ー ジ  （ ス  マ  ー  ト  フ  ォ  ン 画 面 ）

２ 時 か ら ３ 時

4 5分 ま で 、

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ー ル （ 山口 市 小 郡 令 和 １ ） で 開 かれ る 。　 「 コ ロ ナ 禍 で 求 職 者 は多 い は ず な の に 、 求 人 に対 す る 応 募 が 少 な い 」 と悩 む 企 業 関 係 者 も 多 い 。本 セ ミ ナ ー で は 、 こ れ まで と は 全 く 違 う 形 に 変 化し つ つ あ る 求 職 者 の 視 点と 、 自 社 の 魅 力 を ウ ェ ブ

　
ま た 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン ツ ー ル Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ に おけ る 公 式 ア カ ウ ン ト を
「 友 達 登 録 」 す れ ば 、 サ

イ ト の 新 着 情 報 が リ ア ルタ イ ム で 届 く よ う に なる 。 さ ら に 、

2 8日  （ 月 ）  ま

で の 登 録 で 、 会 員 企 業 の一 部 で ２ 千 円 以 上 利 用 時に 使 え る 「 ５ ０ ０ 円 引 きク ー ポ ン 券 」  （

2 8日 ま で

有 効 ） も 、 も れ な く も らえ る 。 ク ー ポ ン 券 の 利 用可 能 な 企 業 ・ 店 舗 は 、 同サ イ ト の 会 員 一 覧 ペ ー ジで 確 認 で き る 。  「 友 達 登

　
湯 田 地 区 商 工 振 興 会

（ 岡 村 悦 嗣 会 長 ） は こ のほ ど 、 ウ ェ ブ サ イ ト 「 湯田 温 泉 ら く が き 狐 」（

htt
ps://

y
u

dac
hi

k
u.

co
m/ ） を 立 ち 上 げ た 。

　
同 会 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２

５

－

５ ５ ０ ０ ） に は 、 山

口 市 の 湯 田 地 域 に 立 地 する

6 0以 上 の 企 業 が 参 加 し

て い る 。 同 サ イ ト で は 、メ ン バ ー そ れ ぞ れ が 、 取り 扱 い 商 品 や お ト ク 情 報な ど を 自 ら 発 信 。 会 員 企業 の 情 報 も 、 一 覧 形 式 で紹 介 さ れ て い る 。

録 」 は 、本 号 掲 載広 告 中 の２ 次 元 バー コ ー ドを 読 み 取る か 、 Ｌ

Ｉ Ｎ Ｅ ア プ リ 内 で 検 索 する こ と で 可 能 だ 。

　
企 業 経

営 者 や 人事 担 当 者向 け セ ミナ ー 「 自社 Ｈ Ｐ の作 り 方 ＆
『 今 』 の

求 職 者 のト レ ンド 」 が 、３ 月

1 0日

（ 木 ）  午 後

サ イ ト で 感 じ て も ら え るポ イ ン ト に つ い て 学 ぶ こと が で き る 。　
定 員 は

3 0人 で 、 受 講 は

無 料 。 申 し 込 み は 、 山 口商 工 会 議 所 ウ ェ ブ サ イ ト
（

http://
w

w
w.ya

macci.

or.jp/

） 掲 載 の フ ォ ー ム

か ら 。 問 い 合 わ せ は 、 同広 域 ビ ジ ネ ス サ ポ ー ト セン タ ー （

☎
０ ８ ３

－

９ ７

２

－ ０ ０ ７ ５ ） へ 。

携 帯 電 話

時 代 に 何 故 ？ 」  「 面 倒 な ん で す よ 」  。「 緊 急 の 事 が 起 こ っ た ら ど う す る の？ 」 と Ｂ さ ん 。  「 運 命 に ま か せ ま す 」  。　
持 た な い 理 由 は 、 そ ん な 大 袈 裟 な こ

と で は な い の で す 。 本 当 の 理 由 は 、 便器 の 中 に 落 と し た り 、 飲 み 込 ん だ り した ら 大 変 だ か ら ・ ・ ・ こ れ も 嘘 。 朝 から 読 ん で い る 詩 集 〝 さ さ や か な こ と 〞の 詩 句 が 点 滅 し て い る ん で す 。　
携 帯 電 話

　 　 　

林 嗣 夫

用 を 足 し て い て 携 帯 電 話 を 便 器 の 中 に落 と し て し ま っ た ／ と い う 人 も い る ので は な い か ／ わ た し の か け た 電 話 が た

　 「 携 帯 の 番 号 を 教 え て 」と 世 話 役 の Ｂ さ ん 。  「 持 って な い の よ 」 と 私 。  「 今 、

ま た ま ／ む こ う の 汚 物 の 中 で 鳴 り だし た と し た ら ／ （ 略 ） ／ 切 り 餅 を のみ 込 む よ う に 携 帯 電 話 を の み 込 ん で／ わ た し の か け た 電 話 が ／ 相 手 の おな か の 中 で 鳴 り だ し た と し た ら ／ 声の 予 感 の あ や し い 震 え が

　
ど ん な に

体 を 満 た す だ ろ う ／ （ 略 ） ／ も し わた し の か け た 電 話 が ／ 相 手 の 女 性 の膣 の 中 で 鳴 り 出 し た と し た ら … … ／（ も う ／ こ ん な へ ん な こ と ば か り 想像 す る ん だ か ら ） ／ ど こ か の 軍 隊 に　
ハ イ テ ク 操 作 の ミ サ イ ル 攻 撃 を 受

け ／ 体 が 裂 け て し ま っ た 人 の そ ば で携 帯 電 話 が 鳴 り は じ め た ら ／ も し ／そ ん な 現 場 に わ た し の 声 が 届 け ら れる こ と に な っ た な ら ／ 愛 し て る よ 、と ／ 静 か に

　
は っ き り

　
言 え る だ ろ

う か

経 営 者 ・ 人 事 担 当 者 向 け セ ミ ナ ー

採 用 情 報 発 信 時 の ヒ ン ト を も ら え る

３ 月

1 0日

ウ  ェ  ブ サ イ ト

湯 田 地 区 商 工 振 興 会 が 立 ち 上 げ

「 湯 田 温 泉 ら く が き 狐 」



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） ２ 月 ２ ６ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

高 倉 荒 神 社

 １ 行 記 事　 第 ２ ７ 回 中 原 中 也 賞 の 選 考 会 が １ ９ 日 に 開 か れ 、 応 募 ２ ０ ９ 点 、 推 薦 ９ 点 の 計 ２ １ ８ 点 中 、 國 松 絵 梨 さ ん に よ る 詩 集 「 た ま し い の 移 動 」 （ 七 月 堂 ） が 選 ば れ た 。

露 店 や 福 み く じ

春 季 大 祭

「 高 倉 荒 神 祭 」
五 穀 豊 穣 願 い 春 祭 り

神 社 周 辺 で 交 通 規 制
平 川 中 に 駐 車 場

　
山 口 市 黒 川 の 諏 訪 山 に

鎮 座 し 、  「 荒 神 様 」 と して 親 し ま れ て い る 高 倉 荒神 社 で 、

2 8日  （ 月 ）  に 五 穀

豊 穣 や 家 内 安 全 を 願 う 春季 大 祭 「 高 倉 荒 神 祭 」 が開 催 さ れ る 。 そ の 年 の 稲の 作 柄 を 占 う 〝 御

おた め し

例 神

事 〞 の 結 果 が 貼 り 出 され 、 参 道 に は 露 店 が 連 なり 、  「 福 み く じ 」 な ど の催 し も 楽 し め る 。

　

　
荒 神 社 は 全 国 に ま つ ら

れ て お り 、 そ の 多 く は 台所 の 神 、 山 の 神 、 地 域 の共 同 体 の 神 と し て 奉 ら れて い る 。 高 倉 荒 神 社 は 主に 五 穀 豊 穣 の 神 と し て 祈願 ・ 感 謝 さ れ て お り 、 大内 氏 の 始 祖 と 伝 え ら れ る琳 聖 太 子 が 百 済 か ら 渡 来し た 際 、 佐 波 郡 多 々 良 浜
（ 現 ・ 防 府 市 ） に 着 く と

同 郡 高 倉 村 に 一 社 を 建 立

式 に の っ と っ た 御 例 神 事が 執 行 さ れ る 。 高 倉 山 ８合 目 付 近 に 、 岸 壁 か ら しみ 出 た 水 で で き た 三 つ の御 例 池 が あ る 。 こ の 池 の水 位 は 、 山 の 土 が 含 ん でい る 水 の 量 と 連 動 し て いる と さ れ 、 こ れ を 見 て その 年 の 稲 の 作 柄 を 占 う 。大 祭 当 日 の 午 前 ０ 時 に
「 早 稲 何 合 、 中 稲 何 合 、

晩 稲 何 合 」 と い っ た 米 の出 来 高 を 記 し た 御 札 が 貼り 出 さ れ 、 ど の 時 期 の 稲を 植 え る か の 指 標 に さ れて き た 。 当 た る 確 率 は 高い と 言 わ れ 、 気 象 予 測 や農 業 技 術 が 進 歩 し た 今 日で も 、 そ の 観 測 方 法 に は信 頼 が 寄 せ ら れ て い る 。　
ま た 、 大 祭 の 参 加 者 た

ち は 、 田 植 え 後 の ６ 月

2 8

日 に 豊 作 を 祈 願 し て 、 再び 同 神 社 に お 参 り を する 。　
鳥 居 か ら 同 神 社 ま で の

参 道 約 ２ ０ ０ メ ー ト ル 間に は 、 飲 食 な ど を 提 供 する 露 店 が 軒 を 連 ね 、 拝 殿近 く で は 日 本 酒 （ 一 升 ）や お 菓 子 や 文 房 具 な ど が当 た る 「 福 み く じ 」  （ １回 ２ ０ ０ 円 ） を 引 く こ とが で き る 。　
な お 、 当 日 は 感 染 症 対

策 と し て 、 境 内 各 所 や 露店 な ど に 消 毒 ス プ レ ー や飛 沫 防 止 ビ ニ ー ル が 設 置さ れ る 予 定 だ が 、 マ ス クの 着 用 な ど 、 各 自 で 予 防に 努 め る こ と が 求 め ら れて い る 。

止 の 交通 規 制が さ れる 。 また 、 平川 中 グラ ウ ンド に 臨時 駐 車場 が 設

し 、 高 倉 荒 神 社と し て 崇 め た のが 起 源 と い う 。そ の 後 遷 座 を 重ね て 、 １ ９ １ １
（ 明 治

4 4） 年 に

恒 冨 八 幡 宮 そ ばの 現 在 の 地 に 移築 さ れ た 。　
毎 年 ２ 月

2 8日

の 大 祭 に 先 立ち 、 節 分 に は 古

　
当 日 は 、 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ５ 時 ま

で 、 神 社 周 辺 で 車 両 進 入 禁 止 や 駐 車 禁

け ら れ る が 、 台 数な ど の 制 限 が あ るた め 、 同 神 社 は「 近 隣 の 方 は 徒 歩や 自 転 車 で お 越 しを 」 と 呼 び か け てい る 。
2 8 日



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） ２ 月 ２ ６ 日 ㈯

 １ 行 記 事　 山 口 市 は 、 若 者 世 代 の 声 を 市 政 に 反 映 さ せ よ う と 、「 総 合 計 画 策 定 協 議 会 」 に 参 加 す る 概 ね １ ５ 歳 か ら ２ ９ 歳 の 市 民 を 公 募 。 企 画 経 営 課 へ の 応 募 は ３ 月 ３ 日 ま で 。



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） ２ 月 ２ ６ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


